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Ａ．研究目的 

地域における包括的な輸血管理体制の構築を目指し、本分担研究において血液製剤の

運搬・管理体制の現状について、問題を明確にし、新たな運搬・管理体制の構築の必要

性を検証することを目的とし、平成 29年度は実地見学を行った。 

 

Ｂ．研究方法（実地見学） 

血液センターから遠方にある医療機関への血液製剤の運搬及び同医療機関における血

液製剤の管理体制の現状を実地に見学する。 

（１）島嶼部 

島嶼部に立地している医療機関であるＡ病院及び同病院へ血液製剤を供給するＢ赤

十字血液センター（以下「Ｂセンター」という。） 

（２）内陸部 

地理的要因及び周辺の交通事情等により血液センターからの血液製剤供給に時間を

要するＣ病院及び同病院へ血液製剤を供給するＤ赤十字血液センター（以下「Ｄセン

ター」という。） 

 

Ｃ．研究結果 

（１）島嶼部 

ア 医療機関の周辺環境 

① 交通状況 

Ａ病院は、Ｂセンターからの血液製剤供給に時間を要する島嶼部に立地してお

り、血液製剤の配送手段は、天候等により運行が左右される空路に限定されてい

る。 

② 輸血 

島内で輸血可能な医療機関は、３病院でＡ病院は輸血が可能な３病院のうちの

１つである。また、医療機関が行政機関に連絡した後、自衛隊の協力を得られる
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体制が整備されており、過去に数度の実績が残されている。 

 

イ 血液製剤管理状況 

① 保管・保守点検 

検査室内の血液保管庫を検査室職員の勤務時間内において、１日３回温度点検

を実施している。（Fig.1） 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 異常時対応 

血液保管庫の異常警報については、機器本体の警報以外に警備室など、Ａ病院

職員が 24時間常駐する部署においても発報し、認知した警報は検査室のオンコー

ル職員へ伝達される。 

ウ その他 

Ａ病院においては、天候等により自衛隊の協力が得られない場合に備えて、院内

採血マニュアルを整備している。 

 

（２）内陸部 
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ア 医療機関の周辺環境 

① 交通状況 

     Ｃ病院は、Ｄセンターからの血液製剤供給に時間を要する内陸部に立地してお

り、配送経路の多くを国道又は自動車専用道路に依存し、冬季には雪害による供

給遅延が想定される。 

② 輸血 

Ｃ病院が立地する周辺地域には、主要な医療機関がＣ病院の他に４施設存在す

る。 

 

イ 血液製剤管理状況 

① 保管・保守点検 

検査室内の血液保管庫を検査室職員が１日１回温度点検を実施している。

（Fig.2） 

 

Fig.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 異常時対応 

血液保管庫の異常警報については機器本体の警報のみである。 

ウ 輸血管理体制 

Ｃ病院を含む周辺地域の主要な医療機関は検査室が設置されている。 

 

Ｄ．考察 

地域における医療体制及び高速道路網の変化等に伴い、現状の血液製剤の運搬・管理

体制を整理する必要があり、今後は、詳細な実態を把握し、新たな運搬・管理体制を構

築する必要があると考える。 
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